
航空宇宙技術研究センター@40－3960
u4月23日A午前10時～午後4時
◆第1会場（調布市深大寺東町7－44－1）
◇公開施設 小型超音速実験機、宇宙ロボッ
ト作業シミュレーターほか
◇おもしろ体験コーナー 小惑星を発見しよ
う、水電気分解実験ほか
◇工作コーナー ペーパーグライダーをつく
ろう！　対象は小・中学生。先着240人
◆第2会場（大沢6－13－1）
◇公開施設 飛行船の飛行運用シミュレータ
ー、超音速技術の研究ほか
◇おもしろ体験コーナー 壊さずに中身を知る、非破壊検査ほか

交通安全環境研究所（調布市深大寺東町7－42－27）@41－3207
u4月23日A午前10時～午後4時
◇公開施設 次世代低公害車に触れてみよう！　ほか

海上技術安全研究所（新川6－38－1）@41－3005
u4月23日A午前10時～午後4時
◇公開施設 砕氷船を水面下からのぞいてみよう！　ほか

電子航法研究所（調布市深大寺東町7－42－23）@41－3168
u4月23日A午前10時～午後4時
◇公開施設 体験！　GPSほか

日本消防検定協会（調布市深大寺東町4－35－16）@44－7471
u4月21日F午前10時～午後4時　
各種消防機器の展示、実演など

（独）消防研究所（中原3－14－1）@44－8331
u4月21日F午前10時～午後4時　
研究施設の公開、研究内容の展示、実演など

実験用航空機

市役所代表電話@0422-45-1151
3 No.1329 2006.4.16

交通　イベント

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

〜
頑
張
る
あ
な
た
を

応
援
し
ま
す
〜

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
多
様
な
働
き
方
を
紹
介
す
る

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
の
主
催

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▽
４
月
26
日
d

午
後
１
時
15
分

〜
午
後
４
時
、
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
履
歴
書
の
書
き

方
や
面
接
試
験
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
を
講
義
、
演
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
実
践
的
に
指
導
。
講
師
は

キ
ャ
リ
ア
設
計
Ｍ
21
代
表
の
向
井

恒
夫
さ
ん
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者

に
は
個
別
相
談
も
。

▼
事
前
に
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
住
所
を
伝
え
て
、
わ
く
わ
く

サ
ポ
ー
ト
三
鷹
@
45
―
８
６
４

５
・
I
45
―
８
６
４
６
・

wa
kuwaku@

m
itaka.ne.jp

へ
申

し
込
む
。

◆
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
職
業
相
談
な
ど
）
実
施
中
！

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時

（
受
付
は
４
時
ま
で
）、
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
３
階
情
報
の
森
で
。

く
わ
し
く
は
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー

ト
三
鷹
@
45
―
８
６
４
５
へ
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

〜
50
歳
で
も
早
す
ぎ
な
い

60
歳
で
も
遅
す
ぎ
な
い
〜

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、
多
様
な
働
き
方
の
提
案
を
行

い
ま
す
。

▽
４
月
19
日
d
午
後
１
時
15
分
〜

４
時
、
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
。
就
業
、
シ
ル
バ
ー
で
の

就
業
、
起
業
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
有
償
・
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
多
様
な
働
き
方
、
活
動
の
仕

方
を
紹
介
。
講
師
は
キ
ャ
リ
ア
設

計
Ｍ
21
代
表
の
向
井
恒
夫
さ
ん
。

▼
事
前
に
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
住
所
を
伝
え
て
、
わ
く
わ
く

サ
ポ
ー
ト
三
鷹
@
45
―
８
６
４

５
・
I
45
―
８
６
４
６
・

wa
kuwaku@

m
itaka.ne.jp

へ
申

し
込
む
。

町
会
な
ど
へ
の
助
成
金

5
月
31
日

ま
で
受
付

町
会
な
ど
自
治
組
織
に
対
す
る

助
成
金
の
交
付
申
請
を
、
５
月
８

日
b
〜
31
日
d
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
室
（
市
役
所
５
階
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

申
請
に
は
、
平
成
17
年
度
事
業

実
績
報
告
書
（
助
成
金
を
受
け
て

い
る
団
体
の
み
）
と
平
成
18
年
度

交
付
申
請
書
が
必
要
で
す
。

平
成
17
年
度
助
成
団
体
に
は
、

関
係
書
類
を
５
月
上
旬
ま
で
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

e

同
室
@
内
線
２
５
１
６

あ
な
た
の
脳
を
活
性
化
！

「
あ
す
の
ま
ち
・
三
鷹
」
の

成
果
を
取
り
込
ん
だ

「
脳
に
ｅ
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

ス
ク
ー
ル
開
講

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
ゲ
ー

ム
感
覚
の「
動
体
視
力
＆
脳
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」と
、
簡
単
な
体
操

を
１
日
20
分
行
う
こ
と
で
、
あ
な

た
の
脳
を
活
性
化
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

こ
れ
は
市
が
実
施
し
た
「
あ
す

の
ま
ち
・
三
鷹
」
で
の
研
究
成
果

を
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
の
協
力

で
ス
ク
ー
ル
事
業
化
し
た
も
の
で

す
。対

象
は
40
〜
60
歳
代
の
、
健
康

でW
indows

２
０
０
０
か
Ｘ
Ｐ
が

動
く
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
。

▽
５
月
10
日
〜
６
月
21
日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
全
７
回
）、三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

講
義
で
指
導
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
を
自
宅
で
実
践
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
教
材
費
（
ソ
フ
ト
、
テ
キ

ス
ト
ほ
か
）
３
千
円
、
受
講
料

（
全
７
回
）
１
万
３
千
300
円（
１

回
１
千
900
円
）。
定
員
15
人
程
度
。

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
そ
れ
を
保
証
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
㈱
ア
フ
ァ
ン
ス
ク

ー
ル
事
務
局（
藤
川
、
永
野
）@
26

―
５
４
６
０
・
I
41
―
４
２
２

４
・

school@
afin-sports.

com

へ
。

（水）

三
鷹
短
歌
会
三
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

戸
を
繰
れ
ば
朝
日
に
映
ゆ
る
山
茶
花
に

微
笑
み
か
け
て
今
日
が
始
ま
る飯田

　
淳
美

﹇
評
﹈
山
茶
花
の
美
し
さ
に
心
洗
わ
れ
、

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
そ
う
と
す
る

作
者
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

北
風
の
吹
き
抜
く
る
街
の
電
柱
を
着
膨

れ
作
業
員
身
軽
に
登
る
　
神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
ホ
リ
エ
モ
ン
風
に
言
え
ば
作
業

員
の
身
軽
さ
は
想
定
外
の
驚
き
。
そ

れ
が
よ
く
出
て
い
る
。

東
京
の
久
方
ぶ
り
の
大
雪
に
雪
掻
き
を

し
て
老
い
を
自
覚
す
　
　
大
平
　
光
子

﹇
評
﹈
老
い
は
認
め
た
く
な
い
も
の
だ

が
、
雪
掻
き
で
知
っ
た
体
力
の
衰
え

を
「
老
い
」
と
認
め
た
潔
さ
が
心
地

よ
い
。

通
る
度
尾
を
振
り
て
ゐ
し
垣
内
の
老
犬

「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
こ
の
頃
見
え
ず

横
尾
え
り
子

﹇
評
﹈
犬
好
き
の
作
者
の
老
犬
を
案
ず

る
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。「
こ

の
頃
見
え
ず
」
に
は
老
犬
だ
け
に
不

吉
な
予
感
が
籠
も
る
。

裸
木
の
隙
よ
り
冬
日
射
し
及
び
池
の
底

ひ
に
鯉
は
静
も
る
　
　
　
松
村
美
惠
子

﹇
評
﹈
日
は
射
し
て
い
て
も
、
う
す
ら

寒
い
冬
の
日
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

来
る
。
ま
た
、
寒
さ
に
耐
え
て
生
き

る
鯉
の
生
態
も
よ
く
見
て
詠
っ
て
い

る
。

早
春
の
風
よ
吹
け
吹
け
よ
ろ
こ
び
の
歌

口
ず
さ
み
自
転
車
を
漕
ぐ

望
月
　
綾
乃

﹇
評
﹈
心
地
よ
い
早
春
の
風
に
浮
き
立

つ
心
を
率
直
に
表
出
し
て
い
る
。

「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」
は
第
九
の
第
四

楽
章
か
。「
自
転
車
を
漕
ぐ
」
か
ら

も
心
の
弾
み
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

寒
け
れ
ど
昇
り
来
る
日
に
力
あ
り
桜
の

梢
ほ
ん
の
り
紅
し
　
　
　
棚
木
　
玲
子

﹇
評
﹈「
昇
り
来
る
日
に
力
あ
り
」
の

発
見
は
さ
す
が
。
こ
の
上
の
句
が
下

の
句
の
平
凡
さ
を
救
っ
て
い
る
。
春

近
し
を
喜
ぶ
気
持
ち
に
共
感
。

◆福島県矢吹町
5月中～下旬ごろに田植え体験。体験後は
あゆり温泉で入浴（日帰り）。10月上旬ごろ
に稲刈り体験および交流会あり（宿泊）。
◇募集区画 1,000平方㍍（先着順）。
◇会費 1口（100平方㍍）は15,000円
◇配当 収穫された米は登録口数に応じて配
分。ただし、1口45㌔は保証します。
◇特典 現地へは大型バスを使用し、交流会
などの経費の半分は矢吹町役場が助成します。
くわしくは矢吹町役場産業振興課@0248－
42－2111へ。

◆長野県北安曇郡小谷村
◇募集区画 2,500平方㍍（1区画100平方㍍）
◇会費 100平方㍍当たり25,000円（最大
1,000平方㍍まで貸出可能）。
◇配当 自分で作った米は全て配当。
※天災、異常気象により収穫できない場合
の会費の返還、代物の補償はありません。
◇特典 村内登録の宿、温泉施設の利用、特
産品販売施設での割引サービスあり。
くわしくは小谷村役場振興課農林係@

0261－82－2001へ。

姉妹市町の矢吹町と友好市町村の小谷村で
田んぼのオーナーになりませんか？

三鷹駅前にショップ、ギャラリーを
開いてみませんか？
㈱まちづくり三鷹では、4～9月に「スペースみたか101」（三鷹駅前協同ビ
ル1階）を1週間単位で貸し出します。
アンテナショップやギャラリーなど、使い方は自由。ぜひご利用ください。
◆スペースみたか101 下連雀3－24－3三鷹駅前協同ビル1階101号室、床面
積29.37平方㍍、ミニキッチン、トイレ、壁面ピクチャーレールなど。
◆貸出期間 9月25日Bまでの毎週火曜日～翌週月曜日の１週間単位
◆使用料 35,000円（1週間）
s使用申込書、誓約書、会社の登記簿謄本（個人の場合は住民票）を添えて、
「〒181－8525下連雀3－38－4㈱まちづくり三鷹」へ直接または郵送で申し込
む（審査あり）。
※業種、取り扱い品目などによってはお断りする場合があります。
くわしくは同社@40－9669・ info@mitaka.ne.jpへ。

市
は
、三
鷹
警
察
署
と
共
催
で
、

交
通
の
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向

上
を
目
指
し
て
自
転
車
安
全
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
市
内
交
通
事

故
の
約
半
数
を
占
め
る
自
転
車
事

故
の
減
少
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
の
市

民
（
市
立
小
学
校
に
通
う
お
子
さ

ん
は
各
学
校
で
実
施
し
ま
す
）、

市
の
公
共
駐
輪
場
を
利
用
す
る

方
、
そ
の
ほ
か
受
講
を
希
望
す
る

方
。

▽
①
５
月
14
日
a

午
前
10
時
か

ら
、
②
６
月
10
日
g

午
前
10
時

か
ら
、
③
７
月
19
日
d

午
後
７

時
か
ら
。
い
ず
れ
も
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
７
階
会
議
室
で
。約
１
時
間
。

定
員
100
人
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
住
所
・
氏
名
の
証
明
で
き
る

も
の
（
健
康
保
険
証
、
免
許
証
、

学
生
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。※

「
自
転
車
安
全
運
転
証
」
に

顔
写
真
を
入
れ
た
い
方
は
、
写
真

（
タ
テ
３
×
ヨ
コ
2.5

）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
講
習
会
参
加
者
は
、
平
成
19

年
度
三
鷹
駅
前
周
辺
自
転
車
駐
車

場
の
利
用
登
録
で
優
先
さ
れ
ま
す

（
登
録
を
お
約
束
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

e

道
路
交
通
課
@
内
線
２
８

８
３

セ
ン

チ

自
転
車
安
全
講
習
会
を
開
催

駐
輪
場
の
優
先
登
録
も

小さな発見 未来につながる第一歩
～科学技術週間
4月18日（火）の「発明の日」を含む1週間は科学技術週間です。この期間は日ごろ

公開されていない、三鷹市周辺にある研究施設が一般公開されます。身近に科学を感
じてみよう！

オーナーが田んぼに行けない場合は、地元農家（矢吹町）や支援事業組合（小谷村）が管理を行います。


